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１．はじめに

札幌大学において「水泳」の講義（専門実技科目）を開設して以来、担当教

員から毎年のように授業開始時には学生の泳力が低いことに驚いているという

声を聞いてきた。まったく泳げない学生も一定数いるとのことである。当該科

目は、保健体育教員養成のためにも、一定の泳法と泳力はもとより、安全管理

技術の知識と指導方法を身につけることを目的としている。そのため受講生の

ほとんどが保健体育教員を目指しているいわゆるスポーツ系の学生にもかかわ

らず、「泳げない」というのだから驚きである。「泳げない」学生の声を聞くと、

その理由はおおむね「水泳の授業を受けていない」、「泳げるようになるための

水泳をしたことがない」とのことである。はたして、その実態はどうなのだろ

うか。

総務省統計局による２００６年調査によれば（１）、北海道の公立高校におけるプール

設置率は２８．３％で都道府県別では３８番目であり、全国平均は６２．７％となってい

る。それが、中学校においては、全国平均が７３．０％のところ５．４％であり最低の

プール設置率となっている。寒冷地である北海道では、水泳授業実施の基準（２）の

プール水の温度を原則となる２２度以上に管理していく難しさがある。冬季にお

ける積雪や凍結からプール施設を守ることも、プール設置の難しさにつながる

のだろう。いずれにせよ、これでは水泳の授業が十全に行われていないのでは

ないかと推察できる。学校以外のプール施設を利用して授業を行っていること

を勘案しても、である。

水泳の授業は、学習指導要領において地域や学校の実態を踏まえて選択して

履修できるように求められている（３）。このことから、寒冷地である北海道の実情

をかんがみた水泳授業の方法をあらためて模索する必要性がある。

そこで、本稿では、北海道高等学校長協会体育部会・他によって行われた「水
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泳学習に関する調査研究報告書 ～寒冷地の高等学校における効果的な水泳学

習の在り方～」（以下、「水泳学習に関する調査研究」とする）（４）をもとに北海道

における水泳授業の実態を把握し、寒冷地における水泳授業の工夫を試みたい。

それにより、本学における「水泳」ならびに「保健体育科教育指導法」の講義

における資料とし、検討を重ねることで北海道における水泳授業をより良いも

のにするための「授業づくり研究」（５）を進めていきたい。

２．北海道の水泳授業の実態

「水泳学習に関する調査研究」は、寒冷地の高等学校における効果的な水泳学

習の在り方について検討することを研究主題とし、北海道高等学校長協会加盟

の全ての高等学校を調査対象としてアンケートを実施してまとめられたもので

ある。表１にあるように、アンケートは道立高校７８．８％にあたる１９０校、市町村

立高校の８２．１％にあたる３２校、私立高校の５６．４％にあたる３１校から回収されて

いる。全道３３５校のうち７５．５％にあたる合計２５３校から回収できている。

寒冷地の高等学校における効果的な水泳学習の在り方についての調査研究を

行ったところ、以下にあげる課題が明らかとなっていた。さらにこれらの課題

解決の方策についても検討し、具体策について提案していくこととしていたの

で、学校の実践に活用されることを期待するとともに、関係機関や団体等の皆

様には必要な方策についての検討を希求している。本章では、この「水泳学習

に関する調査研究」をもとにしてあらためて要点をまとめて北海道の水泳授業

の実態を把握していく。

設置者

地域

道 立 市町村立 私 立 合 計

対象 回収 率 対象 回収 率 対象 回収 率 対象 回収 率

道 南 ５０ ３１ ６２．０ １０ ９ ９０．０ １３ ４ ３０．０ ７３ ４３ ６０．３０

道 央 ８４ ７６ ９０．５ １４ １２ ８５．７ ２９ １６ ５５．２ １２７ １０４ ８１．９０

道 北 ４２ ２７ ６４．３ ６ ６ １００．０ ６ ４ ６６．７ ５４ ３７ ６８．５０

道 東 ６５ ５６ ８６．２ ９ ５ ５５．６ ７ ７ １００．０ ８１ ６９ ８４．００

合 計 ２４１ １９０ ７８．８ ３９ ３２ ８２．１ ５５ ３１ ５６．４ ３３５ ２５３ ７５．５０

表１ 調査対象校およびアンケート回収状況（本稿における表は、すべて「水泳学習に関する調査研究」
をもとに筆者作成）
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（１）学校プールの設置について

北海道高等学校では、表２に示しているように道立、市町村立、私立合わせ

て６０校、全体の２３．７％がプールを設置している。平成１５年の全国調査結果６４．９％

と比べると極めて低い設置率であり、中でも私立高校には学校プールを設置し

ている学校はなかった。「水泳学習に関する調査研究」では未設置校に今後の設

置希望を聞いていたが、積極的に設置を希望する学校は１９３校中わずか１１校の

５．７％にとどまっていたという。

また、設置されている学校プールは全てビニールシートによる上屋が架かっ

ており、表３に示しているように、上屋の取り付けから授業開始までの期間は、

１５～２９日を要しているのが１８校、３０～４４日意を要しているのが１５校あった。表

４で示したように、水泳学習実施期間中のプール室温の平均が３１．０度、水温の

平均は２６．９度、室温と水温を足すと５７．８度まで上げられていた。夏季に日照時

間の短い北海道では、１か月から２か月程度かけて水泳授業を行うのに適した

状況になるように工夫している。

設置者

地域

道 立 市町村立 私 立 合 計

設置 未設置 設置 未設置 設置 未設置 設置 未設置

道 南
校数 １０ ２１ １ ７ ０ ４ １１ ３２

率 ３２．３ ６７．７ １２．５ ８７．５ ０．０ １００．０ ２６．６ ７４．４

道 央
校数 ２５ ５１ １ １１ ０ １６ ２６ ７８

率 ３２．９ ６７．１ ８．３ ９１．７ ０．０ １００．０ ２５．０ ７５．０

道 北
校数 ７ ２０ ０ ６ ０ ４ ７ ３０

率 ２５．９ ７４．１ ０．０ １００．０ ０．０ １００．０ １８．９ ８１．１

道 東
校数 １６ ４０ ０ ６ ０ ７ １６ ５３

率 ２８．６ ７１．４ ０．０ １００．０ ０．０ １００．０ ２３．２ ７６．８

合 計
校数 ５８ １３２ ２ ３０ ０ ３１ ６０ １９３

率 ３０．５ ６９．５ ６．３ ９３．７ ０．０ １００．０ ２３．７ ７６．３

項目

地域

１４日以内 １５～２９日以内 ３０～４４日以内 ４５～５９日以内 ６０日以上 未答 合計

校数 率 校数 率 校数 率 校数 率 校数 率 校数 校数

道 南 １ ９．１ ３ ２７．３ ３ ２７．３ ０ ０．０ ２ １８．２ ２ １１

道 央 ０ ０ ９ ３６．０ ６ ２４．０ ３ １２．０ ２ ８．０ ５ ２５

道 北 ０ ０ ３ ４２．９ ２ ２８．６ １ １４．３ ０ ０．０ １ ７

道 東 ０ ０ ３ １７．６ ４ ２３．５ ２ １１．８ ２ １１．８ ６ １７

合 計 １ １．７ １８ ３０．０ １５ ２５．０ ６ １０．０ ６ １０．０ １４ ６０

表２ 学校設置者別地域別のプール設置状況

表３ 上屋の取り付けから授業開始までの期間

〔 49〕 108比較文化論叢３１



さらに表５に示したように「水泳学習に関する調査研究」では、学校プール

設置校のうち簡易温水設備が施されている学校が４０％という結果が出た。この

数値に驚き、数校に設置の内容を尋ねたところ、簡易温水設備とは温水シャワー

装置であってプールの水温を上昇させるだけの出力のある設備ではないもので

あることが分かった。これについては質問の設定の仕方にミスが認められるけ

れども、かえって水泳学習の取組に苦慮している実態が窺えた。

（２）水泳授業の必要性について

表６に示したように、北海道高等学校における水泳学習の実施状況は、６４校

２５．３％の学校が教科をはじめ特別活動や部活動を実施していた。学校プールを

地域
項目 道南 道央 道北 道東 全道

室温

最高 ４１．０ ４５．０ ４８．０ ５０．０ ５０．０

最低 １７．０ １４．０ ２１．０ １８．０ １７．０

平均 ２９．７ ３１．６ ３１．６ ３０．５ ３１．０

水温

最高 ３３．０ ３４．０ ３３．０ ３５．０ ３５．０

最低 １９．０ １９．０ ２０．０ ２１．０ １９．０

平均 ２６．１ ２７．１ ２７．０ ２７．３ ２６．９

室温
＋
水温

最高 ７７．０ ７９．０ ７６．０ ８２．５ ８２．５

最低 ４１．０ ４０．０ ４５．０ ４２．０ ４０．０

平均 ５５．７ ５８．８ ５８．８ ５７．３ ５７．８

地 域 道南 道央 道北 道東 合計

プール設置校 １１ ２６ ７ １６ ６０

簡易温水設置校 ５ １０ ３ ６ ２４

設置率 ４５．５ ３８．５ ４２．９ ３７．５ ４０．０

道 立 市町村立 私 立 合 計

校数 率 校数 率 校数 率 校数 率

道 南 ９ ２９ ３ ３３．３ ０ ０ １２ ２７．９

道 央 ２５ ３２．９ ０ ０ １ ６．３ ２６ ２５

道 北 ６ ２２．２ ２ ３３．３ ０ ０ ８ ２１．６

道 東 １６ ２０ １ ２０ １ １４．３ １８ ２６．１

合 計 ５６ １８．８ ６ １８．８ ２ ６．５ ６４ ２５．３

表４ 水泳学習実施期間中のプールの室温、水温、室温＋水温の状況

表５ プール設置校における簡易温水設備の設置状況

表６ 学校設置者別水泳学習実施状況

107 〔 50〕北海道高等学校における水泳授業について考える



設置していない私立高校でも２校が水泳学習を実施していた。ただし、６４校の

うち科目「体育」で実施している学校は６０校となっていた。全国統計が入手で

きなかったので一概には言えないが極めて低水準であると予想できる。表７に

示したように、北海道において水泳学習を必要と考える校長は約半数の４８．２％、

全く必要ないとする校長はわずか２．８％であることが明らかとなっている。さら

に、表８に示したように、水泳学習未実施校にその理由を確認してみると、学

校や近隣にプールや水泳学習のできる場がないことを理由に挙げているのが

６９．３％と最も多い。

また、近年の水難事故は毎年１，４００件ほど発生しており、死者・不明者数は８００

名ほどであり、その内の子どもは１割にものぼる（６）。尊い子どもの命が泳げなかっ

たばかりに失われていることも見過ごせない。

さらに、近年の健康志向に伴う水泳人気も生涯スポーツを目指す学校体育と

しては今後一層重視していく必要があると考える。

項目

地域

大いに必要ある 必要ある どちらとも言えない あまり必要ない 全く必要ない
未回答

校数 率 校数 率 校数 率 校数 率 校数 率

道 南 ６ １４ １６ ３７．２ １４ ３２．６ ７ １６．３ ０ ０．０ ０

道 央 ５ ４．８ ３３ ３１．７ ３５ ３３．７ ２６ ２５．０ ２ １．９ ３

道 北 １ ２．７ １２ ３２．４ ９ ２４．３ １３ ３５．１ ２ ５．４ ０

道 東 ４ ５．８ ２１ ３０．４ １９ ２７．５ ２１ ３０．４ ３ ４．３ １

合 計 １６ １５．８ ８２ ３２．４ ７７ ３０．４ ６７ ２６．５ ７ ２．８ ４

道南 道央 道北 道東 合計

学校にプールなく
近隣にも水泳場なし

校数 ２０ ５７ １９ ３５ １３１

率 ６４．５ ７４ ６５．５ ６７．３ ６９．３

学校にプールあるが
気候的に使えない

校数 ０ ０ １ ３ ４

率 ０ ０ ３．４ ５．８ ２．１

学校にプールあるが
気候的に実施困難

校数 ２ ０ ２ １ ５

率 ６．５ ０ ６．９ １．９ ２．６

その他
校数 ４ ８ ４ ５ ２１

率 １２．９ １０．４ １３．８ ９．６ １１．１

未回答
校数 ５ １２ ３ ８ ２８

率 １６．１ １５．６ １０．３ １５．４ １４．８

合計 校数 ３１ ７７ ２９ ５２ １８９

表７ 水泳学習の必要性（学校長回答）

表８ 水泳学習未実施校の理由

※率は未実施校に対する割合
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（３）水泳授業時数の確保について

表９に示したように、授業開始日が最も早い学校は道東地域の学校で「５月

第１週」となっており、最も遅く開始したのは夏休み明けの「８月第４週」が

道南・道央・道東地域に５校あった。道央・道南地域は、道東・道北地域と比

べて早く授業が開始されているようである。にもかかわらず、道北では８月第

４週に１２・５％、９月第１週に５０％の学校で授業を終了しており、夏休み明け

早々に水泳授業を終えている。道東地域でも９月第１週までに２９．７％の学校が

授業を終了しており、道東・道北地域は気候上の理由により、水泳授業数が短

いと思われる。

そこで、地域別・学年別の授業時数を確認してみると、表１０で示しているよ

地域
項目

道南 道央 道北 道東 合計
校数 率 校数 率 校数 率 校数 率 校数 率

開

始

日

５月３週 １ ５．９ １ １．６
５月６週 １ ４．２ １ １．６
６月１週 １ ８．３ １ １．６
６月２週 ３ １２．５ １ １２．５ ４ ６．６
６月３週 ３ ２５．０ ３ １２．５ ２ ２５ １ ５．９ ９ １４．８
６月４週 ３ １２．５ １ １２．５ １ ５．９ ５ ８．２
６月５週 ５ ２０．８ ２ ２５ ２ １１．８ ９ １４．８
７月２週 ３ ２５．０ ６ ２５．０ １ １２．５ ３ １７．６ １３ ２１．３
７月３週 ３ ２５．０ １ ４．２ １ １２．５ ４ ２３．５ ９ １４．８
８月３週 １ ８．３ ２ １１．８ ３ ４．９
８月４週 １ ８．３ １ ４．２ ３ １７．８ ５ ８．２
その他 １ ４．２ １ １．６
合計 １２ ２４ ８ １７ ６１

終

了

日

７月１週 １ ４．２ １ １．６
８月４週 １ ８．３ １ ４．２ １ １２．５ ２ １１．８ ５ ８．２
８月５週 １ ８．３ ２ ８．３ １ ５．９ ４ ６．６
９月１週 １ ８．３ ６ ２５．０ ４ ５０．０ ２ １１．８ １３ ２１．３
９月２週 ３ ２５．０ ７ ２９．２ １ １２．５ ３ １７．６ １４ ２３．０
９月３週 ３ ２５．０ ４ １６．７ １ １２．５ ５ ２９．４ １３ ２１．３
９月４週 ２ １６．７ １ ４．２ １ ５．９ ４ ６．６
９月５週 １ ４．２ ２ １１．８ ３ ４．９
１０月２週 １ ８．３ １ １．６
１０月５週 １ ５．９ １ １．６
その他 １ ４．２ １ １２．５ ２ ３．３
合計 １２ ２４ ８ １７ ６１

表９ 水泳学習実施校における授業開始日および終了日

※部活動で実施した３校は除いた
※道央の開始・終了日の「その他」は小樽水産高校で屋内プールでの実施である
※道北の終了日のその他は台風被害のため途中で取りやめたものである
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うに、最も多くの授業時数をあてているのは道央地域で平均すると１２．６時間、

最も少ないのは道北地域で平均すると７．０時間であり、５時間以上もの差が見ら

れた。最長となると１年生２年生ともに道央では５０時間あてている高校が見ら

れる、その一方で道北では１年生が１２時間、２年生は８時間しかあてられてい

ない。やはり、道央・道南地域のほうが授業時間数を長く確保していることが

わかる。

（４）その他

北海道においては、一千名を越える高等学校の体育科教員がいる中で水泳を

専門とする教員はわずか７名であり、そのうち３名は水泳学習未実施校に勤務

しており、十分にその専門性を活用するに至っておらず、中心となる推進役も

見あたらない。

また、学校は災害時において地域住民の避難所としての役割を果たす必要が

あるが、その際水は極めて重要であり、プールの水も各種生活用水として貴重

な役割を果たすことが考えられる。このため、今後学校プールには浄水装置の

設置も考慮する必要がある。

３．寒冷地における水泳学習の工夫

北海道の水泳学習に関する実態から、プールの設置及び温水施設等の施設設

備の問題、また、プールを快適に使用できる期間の短さや授業時数の確保の問

題、専門的指導者の不足及び学習内容の改善の必要性などの課題があり、水泳

学習の環境は他の都府県とは大きく異なる。そうした状況のなかで学習指導要

領に示された「泳法を身に付け、速く泳いだり、長く泳いだりする」といった

本来の目標を達成することは容易ではないと思われる。

学年

地域

１年生 ２年生 ３年生 全体

校数 最長 最短 平均 校数 最長 最短 平均 校数 最長 最短 平均 校数 平均

道 南 １２ １５ ６ ９．３ １２ ２０ ６ ９．３ １０ ２０ ６ ９．５ １２ ９．４

道 央 ２１ ５０ ２ １１．９ ２０ ５０ ５ １２．１ １１ ４５ ２ １４．７ ２１ １２．６

道 北 ８ １２ ４ ６．９ ８ ８ ４ ６．１ ７ １９ ５ ８．３ ８ ７．０

道 東 １７ ２０ ２ ８．５ １５ １６ ２ ７．７ １３ １６ ２ ８．０ １７ ８．１

全 体 ５８ ５０ ２ ９．７ ５５ ５０ ２ ９．４ ４１ ４５ ２ １０．９ ５８ ９．７

表１０ 地域別学年別授業時数
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また、水難事故についても、必ずしも泳力が高ければ防げるとは限らないこ

ともあることから、水の特性や水中で行う運動の特性を理解すること、更に水

中での様々な運動を通じて体力の向上とともに水中運動の楽しさや喜びを味わ

わせることが最も大切である。

こうしたことから、「寒冷地における水泳授業の工夫」として、学習指導要領

に示された「水泳」における各種泳法の習得に特化するのではなく、「体つくり

運動」における「体ほぐし運動」や「体力を高める運動」を積極的に取り入れ

るとともに、科目保健の「応急手当」との関連を考慮した単元の工夫を試みた。

Ⅰ 単元名 「水泳」

Ⅱ 水泳の運動の特性

（１）一般的特性

水泳は、水中において浮く、進む、呼吸するなどの技能によって成立し

ている運動であり、各種の泳法を身に付け、速く泳いだり、長く泳いだり、

競い合ったりする楽しさや喜びを味わうことができる運動である。また、

泳ぎ方を身に付けていくための克服型・達成型の運動でもある。しかし、

水を媒体とすることから、陸上の運動に比較すると呼吸ができない、支持

点がないなど、運動の環境や条件が大きく異なっている。

（２）生徒の特性

北海道高等学校での水泳学習実施の実態から、「泳げない」生徒が男子

１２．７％、女子２２．７％であり、息継ぎをしなければ続かない距離である「２５

m以上泳げる」生徒は、男子４６．５％、女子３２．２％であることから、本道高

校生の泳力は低いことが窺える。

Ⅲ 学習活動の様相

本道の高校生は、「泳げない」または「２５mまで泳げる」を合わせると男子

で５３．４％、女子で６８．１％と、水泳が苦手と感じている生徒が多いと考えられ

る。また、水泳授業は、コースロープで区切られた狭いコースを泳がされ、

「楽しかった水遊び」の経験知とともに「苦しい、寒い、つまらない」などと

いうマイナスの経験知を合わせ持っている生徒が多いと考えられる。

こうしたことから、目標にある「泳法を身に付け、速く・長く泳ぐこと」

も大切ではあるが、水辺において楽しくかつ安全に活動し、そうした経験を

通じて豊かで健康的な生活を送るための活力となるような「水泳」の授業が
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求められる。このため、プールを縦横無尽に泳いだり歩いたりしながら、水

中でしかできない運動について創意工夫を行い、「楽しかった」、「また、やっ

てみたい」と思わせるプラスの経験を積み重ねていく学習活動の展開が需要

である。

また、入学年次は「器械運動」、「陸上競技」、「水泳」、「ダンス」の中から

１つ以上の領域を選択。それ以降の年次では、「器械運動」、「陸上競技」、「水

泳」、「ダンス」、「武道」、「球技」の中から２つ以上の領域を選択させること

になっており、水泳を選択した生徒はある程度の泳力を有する者か、他の領

域が苦手なので水泳を選択した者が混在していると考えられる。

Ⅳ 単元の目標

（１）次の運動について、記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、自己に

適した泳法の効率を高めて、泳ぐことができるようにする。【運動の技能】

ア クロールでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、伸びのある動作と安

定したペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。

イ 平泳ぎでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、伸びのある動作と安定

したペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。

ウ 複数の泳法で長く泳ぐこと又はリレーをすること。

（２）水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルール

やマナーを大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任

を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、水泳の

事故防止に関する心得など健康・安全を確保することができるようにする。

【関心・意欲・態度】

（３）技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方な

どを理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方

を工夫できるようにする。【知識・理解】【思考・判断】
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Ⅴ 単元の評価規準

（１）水泳

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

単

元

の

評

価

規

準

水泳の楽しさや喜び
を味わうことができる
ように、勝敗などを冷
静に受け止め、ルール
やマナーを大切にしよ
うとすること、自己の
責任を果たそうとする
ことなどや、水泳の事
故防止に関する心得な
ど健康・安全を確保し
て、学習に自主的に取
り組もうとしている。

生涯にわたって水泳
を豊かに実践するため
の自己の課題に応じた
運動の取り組み方を工
夫している。

水泳の特性に応じた、
効率的な泳法を身に付
けている。

技術の名称や行い方、
体力の高め方、運動観
察の方法を理解してい
る。

Ⅵ 単元計画

（１）学習過程（入学年次）

ねらい１ ねらい２

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

学
習
の
流
れ

１０
分

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

共通メニュー（準備運動・補強運動・学習内容の確認）

２０
分

体つくり運動 泳法の基本的
な技能の習得

グループ練習

記
録
会

着
衣
泳
等

３０
分

４０
分

５０
分

共通メニュー（整理運動・振り返り・後片付け） まとめ

・ねらい１ 水に慣れるとともに、泳法の基本的な技能を習得する。
・ねらい２ 選択した泳法の技能を高める。

ア 「体つくり運動」（含む体ほぐし運動）の一例

水泳の楽しさは「水遊び」にあることから、仲間と一緒に水を介して

心地よい経験を数多く持たせることが大切である。そのことが、生涯ス

ポーツや水辺活動における安全確保に繋がることになる。

�水中ウォーク～全員で縦に並び、プールサイドに沿って歩く。水流（渦
巻き）が生じたら方向を替え、水の抵抗や水流の特性

を理解する。
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�股下くぐり ～バディの股の下をくぐり抜ける。人数を増やしたり連

続したりして行うなどして、息止め、息継ぎの要領を

身に付ける

�アクアビクス～テンポの良い音楽をかけリズムに合わせて様々な運動
を行う。水中でのバランスと水の抵抗を利用して筋力

及び心肺機能の向上を図る。

�水中バレーボール～プール中央にネット（ロープ）を張り、２チーム
に分かれバレーボールを行う。

�水中ポートボール～２チームに分かれ、泳いだり、歩いたりして、パ
スを繋ぎながらゴールマンに投げ渡す。

�水中演技（ミニシンクロ）～グループで泳ぐ、浮くなどして音楽に合
わせた演技を創作し、発表し合う。

イ 「泳法の基本的な技能の習得」

クロール及び平泳ぎを指導し、手と足、呼吸のバランスを保ち、安定

したペースで長く泳いだり速く泳いだりすることができるようにする。

・クロールでは、プルとキックのタイミングに合わせて呼吸を行いロー

リングをしながら伸びのある泳ぎ目指す。

・平泳ぎでは、プルとキックのタイミングに合わせて呼吸１回ごとに大

きな伸びのある泳ぎを目指す。

ウ 「グループ学習」

泳法別にグループ分けを行い、個々の課題を出し合いお互いに助言し

合いながら泳法の技能の向上を目指す。

エ 「着衣泳と救助法」

プールの衛生管理の都合上、最終日に設定した。ここでは、着衣によ

る水中対処方法及び泳がないで溺者を救助する方法を体験させるととも

に、保健において心肺蘇生法を学習する。

�着衣による水中歩行
�着衣による平泳ぎ、クロール、立ち泳ぎ、エレメンタリーバックスト
ローク

�着衣の中に空気を入れて浮力を作り出す
�ペットボトル、バケツ、長靴、ビニール袋を浮き代わりに使用する
�溺者発見時の対処方法や身辺の物品を利用して救助する方法を体験する
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エ 事故防止対策
�設備の点検、授業時の気温・水温の管理（水温２３℃以上を目途とする）
�授業における約束事や心得の徹底
�バディシステムの理解と徹底、見学者の役割確認
�生徒の泳力及び当日の健康状態の確認
�緊急時の連絡体制等、救急体制の点検

（２）施設・用具等
・施設・用具
プール（２５m×７）、コースロープ、ビート板、ヘルパー、ボール、ペッ
トボトル、学習ノート
・プール使用の一例（ねらい２）

泳力向上エリア

基本技能習得

エリア
泳力養成エリア 泳法習得エリア

（３）指導計画と評価規準
項
目
時
間 ねらい・学習活動 指導上の留意点

学習活動における具体の評価規準
評価方法

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

導
入
１ ○オリエンテーション
・学習の進め方
・水泳の特性について
・注意事項の確認

○事前アンケート記入

・水泳授業が安全に進められ
るよう、約束事、心得等に
ついて丁寧に説明する。

・バディシステムについて理
解させ、実践できるように
する。

・見学者の役割を理解させる。

�水泳の事故防
止の約束事や心
得を守り、練習
や競泳をする上
でのルールを守
るなど、お互い
の健康・安全に
留意しようとし
ている。

①水泳の事故
防止の約束事
や心得、練習
のルールにつ
いて、言った
り書き出した
りしている。

【関�】観察

【知�】観察

展
開
２
〜
７

ねらい１ 水に慣れ、泳法の基本的な技能を習得する

○各種の水中運動の実践
を通して水に慣れ、運
動の特性を理解する。

・水中での体つくり運動
・水中でのボールゲーム
・シンクロ発表
○泳法の基本技能の習得
・息継ぎ、キック、プル
・クロール、平泳ぎの技能

・水に対する苦手意識や恐怖
心を持たせないよう、楽し
みながら取り組ませる。

・ビート板を使った基本練習
を重点的に行う。（バタ足、
呼吸法など）

�水中での運動
や水泳の学習に
主体的に取り組
もうとしてい
る。

①泳法の基本
的な技能を身
に付け、泳ぐ
ことができる。

�水中運動や
水泳の特性、
技能の構造に
ついて言った
り、書き出し
たりしている。

【関�】観察

【技�】観察

【知�】観察

８
〜
１１

ねらい２ 選択した泳法の技能を高める。

○グルーピング

○グループごとに課題解
決学習

○記録会
・選択した泳法で能力に
応じて２５～５０mを測定

・グループにより、それぞれ
の課題を明確し、助言し合
いながら課題解決に向けて
協力して練習させる。

・自己の能力を踏まえた目標
を設定させ、グループで協
力しながら測定させる。

・水中スタート

�選択した泳法
で速く泳いだ
り、長く泳いだ
りする水泳の楽
しさや喜びを味
わおうとしてい
る。

�練習や競泳の
場面で、仲間と
互いに協力し
合ったり、励ま
し合ったりしよ
うとしている。

�自分の能力
に応じた目標
記録や課題を
定めている。

�練習の進度
を考慮し、練
習内容を見直
したり、新し
い課題を選ん
だりしている。

�自分の能力
に応じた泳法
で、速く泳い
だり、長く泳
いだりするこ
とができる。

�選択した泳
法について特
徴的な動作を
身に付けて泳
ぐことができ
る。

�学習の進め
方や各泳法の
動作、合理的
な練習の進め
方など、練習
計画の立て方
について具体
例を挙げてい
る。

【関�】観察
【関�】観察

ノート

【思�】ノート
【思�】観察

ノート

【技�】観察
【技�】観察

【知�】ノート

ま
と
め

１２○着衣泳
○救助法
○事後アンケート記入

・体験を通して着衣泳の特性
を理解させる。

・身近な物が浮きの代わりに
なることを体験させる。

・溺者の救助の仕方について
理解させる。

�着衣の状態
で浮くことが
できる。

�身近な物を
利用して救助
することがで
きることを言
ったり、書き
出したりして
いる。

【技�】観察

【知�】観察
ノート
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（４）本時の指導計画（１２時間中３時間目）

＜本時のねらい＞

・ボールゲームを通じて運動量を確保するとともに水中での運動特性を

理解する。

・クロールの基本技能を習得する。

時間 学習活動・内容 教師の指導・支援及び評価

導入
（１０分）

○あいさつ、出欠・健康確認
○本時の説明
○準備運動
○バディ確認

◇コースロープの撤去やボール、ビー
ト板などの用具を事前に確認する。

◇バディシステムを確認するよう指導
する。

展開
（３０分） ねらい１：水に慣れるとともに、

泳法の基本的な技能を習得する。

○体ほぐし運動（５分）
・水中歩行、いるか跳び

○水中ポートボール（１０分）
・２チームに分かれポートボール

○基本技能の練習（クロール）（１５分）
�キックと呼吸法を練習
・プールサイドに座ってバタ足
＊やや内股にして親指同士が触れるよ
うにバタ足

・ビート板を使ってバタ足の練習
＊股関節から脚がしなるように動かし、
足の甲で水をとらえる

・ビート板を使って呼吸の練習
＊右手を伸ばし右耳を腕に付ける

�ストロークの説明と基本練習
・プールに立ち、片手ずつ練習

◇見学者はプールサイドから観察、助
言するよう指導する。

◇仲間と楽しみながら行うよう助言
◇水中での運動量を充分確保すること
に配慮する。

◆【関心】水中での運動を主体的に取
り組み、楽しもうとしている

◇バディで練習し、お互いの動作を確
認させ、助言し合うよう指導する。

◇動作が上手くできない生徒には、上
手な生徒の模範を見せたり、教師が
示範したりして動き方のアドバイス
をする。

◇バディが協力して行うように指導す
る。

◆【技能】泳法の特徴的な動きを身に
付けている

◇ストローク練習は次時に行うことを
説明

まとめ
（１０分）

○学習ノート記入
・本時の活動記録
・自己評価
○健康観察、あいさつ

◇技能習得の進度やノートへの記入
状況を確認し、次時につなげる。

◇健康観察を行い、安全に授業を行う
ことができたか確認する。

◆【知識】技能の構造について記述
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４．おわりに

本稿では、「水泳学習に関する調査研究」をもとに北海道における水泳授業の

実態を把握し、寒冷地における水泳授業の工夫を試みた。それは、本学におけ

る「水泳」の受講生の泳力が低いことに端を発して、なぜここまで「泳げない」

学生がいるのか、その実態把握をする必要性を感じたからである。寒冷地であ

る北海道では、水泳の授業が十全に行われていないのではないかと推察できる。

そして、水泳の授業は、学習指導要領において地域や学校の実態を踏まえて選

択して履修できるように求められていることから、寒冷地である北海道の実情

をかんがみた水泳授業の方法をあらためて模索する必要性があると考えたから

である。

そこで、２章では、「水泳学習に関する調査研究」をもとに北海道における水

泳授業の実態をまとめた。（１）学校プールの設置については、道立、市町村立、

私立合わせて６０校、全体の２３．７％がプールを設置していた。設置されている学

校プールは全てビニールシートによる上屋が架けており、夏季に日照時間の短

い北海道では、１か月から２か月程度かけて水泳授業を行うのに適した状況に

なるように工夫していることがわかった。（２）水泳授業の必要性については、

北海道において水泳学習を必要と考える校長は約半数の４８．２％、全く必要ない

とする校長はわずか２．８％であることが明らかとなった。（３）水泳授業時数の確

保については、道東・道北地域は気候上の理由により、道央・道南地域よりも

水泳授業数が短いことがわかった。（４）その他として、北海道においては、水

泳を専門とする教員はわずか７名しかいなかったこと、そして十分にその専門

性を活用するに至っておらず、中心となる推進役も見あたらないことが明らか

となった。

北海道の水泳学習に関する実態から、プールの設置及び温水施設等の施設設

備の問題、また、プールを快適に使用できる期間の短さや授業時数の確保の問

題、専門的指導者の不足及び学習内容の改善の必要性などの課題を見出した。

そうした状況のなかで学習指導要領に示された「泳法を身に付け、速く泳いだ

り、長く泳いだりする」といった本来の目標を達成することは容易ではないと

思われる。

次に、３章では、「寒冷地における水泳授業の工夫」として、学習指導要領に

示された「水泳」における各種泳法の習得に特化するのではなく、「体つくり運
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動」における「体ほぐし運動」や「体力を高める運動」を積極的に取り入れる

とともに、科目保健の「応急手当」との関連を考慮した単元の工夫を試みた。

本稿では、寒冷地である北海道での水泳授業をどのように作っていくのか考

えるための授業づくり研究を試みたわけだが、学習環境をあらためて把握して

みると、授業の目的や目標、内容や方法を問うことより、プール施設と授業時

間数の確保の困難さが明らかになり大きな課題として積み残してしまった。

ただ、じつは「統計でみる都道府県・市区町村のすがた」（７）によると、公立高

等学校プール設置率で北海道は３８位に位置していた。寒冷地としての東北地方

に着目すると、青森は４１．１％で３２位、岩手県６３．３％で２７位、宮城県８３．５％で１７

位、秋田県７９．３％で２０位、山形県３０．２％３７位、福島県７４．０％で２４位となってい

る。むしろ、最もプール設置校が少ないのは、富山県で設置している公立高校

はゼロとのことである。次いで島根県が１１．９％、長崎県が１４．９％、三重県が

２１．５％、広島県が２５．７％となっている。つまり、北海道が寒冷地だからプール

設置校が少ないとはいい難い。

したがって、プール施設と授業時間数の確保の課題を残しつつも、プール施

設がない中でどのようにして水泳授業実施を推進していくのか、時間数が少な

い中で有効な授業づくりが必要であろう。引き続き、「水泳の授業づくり研究」

を進めていかなければならない。

５．注および引用文献

（１）総務省統計局「統計でみる都道府県・市区町村の姿（社会・人口統計体系）」、

www.stat.go.jp/data/ssds/zuhyou/５―３５.xls参照

（２）厚生省生活衛生局長通知・衛企第４５号「遊泳用プールの衛生基準について」

平成４年、http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/t１９９２０４２８００１/t

１９９２０４２８００１.html参照

（３）文部科学省「新学習指導要領・生きる力」高等学校学習指導要領、http://

www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new−cs/youryou/１３０４４２７．htm参照

（４）北海道高等学校長協会体育部会、北海道恵庭南高等学校体育科、北海道高

等学校体育研究会、２００５年。

１ 研究主題：「寒冷地の高等学校における効果的な水泳学習の在り方につい

て」

〔 61〕 96比較文化論叢３１



２ 調査対象：北海道高等学校長協会加盟の全ての高等学校３３５校（回答校２５３

校）

３ 調査期間：水泳学習未実施校 平成１６年７月５日から平成１６年８月２０日

水泳学習実施校 平成１６年度の水泳学習開始から終了まで

（５）授業づくり研究とは、高橋健夫によれば体育科教育の実践＝「授業研究」

に対して方向を与える理論モデルを解釈学的に生み出そうとするものをいう。

高橋健夫、他編著、『新版 体育科教育学入門』、大修館書店、２０１０年、p．５

（６）警察庁生活安全局地域課「平成２４年中における水難の概況」２０１３年、https:

//www.npa.go.jp/safetylife/chiiki２８／h２４_suinan.pdf#search=’%E５%８C%９７% E

６%B５%B７%E９%８１%９３＋%E６%B０%B４%E９%９B%A３%E４%BA%８B%E６%９５%８５%

E７%B５%B１%E８%A８%８８’参照

（７）総務省統計局「統計でみる都道府県・市区町村の姿（社会・人口統計体系）」、

www.stat.go.jp/data/ssds/zuhyou/５―３５.xls参照

95 〔 62〕北海道高等学校における水泳授業について考える


